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１．　組織の概要、対象範囲

1 】　事業者名及び代表者名

佐多エンジニアリング株式会社

代表取締役　　濱砂一生

2 】　所在地

〒　880-0925

宮崎県宮崎市大字本郷北方2150番地1

3 】　環境管理責任者及び事務局

EA-21　 責任者 ： 清水　秀人

EA-21　 事務局 ： 渡部　真由美

4 】　連絡先

連絡担当者 ：渡部真由美　（EA21　事務局）

TEL　0985-53-9610 FAX  0985-53-9642

E-meil : watanabe-m@infratec.co.jp

5 】　事業活動の内容

建設業 （土木工事業、とび・土工工事業、鋼構造物工事業、舗装工事業、

しゅんせつ工事業、塗装工事業、水道施設工事業）

6 】　認証・登録事業範囲

・適用事業場の所在地

本社 ： 宮崎県宮崎市大字本郷北方2150番地1

土場 ： 宮崎県宮崎市田野町小牧乙9705-1

7 】　事業規模

2022年

292

17

778

2,230

4,5684,568

2021年

425

17

778

2,230

4,568

2020年

343

17

敷地面積
事務所

土場
ｍ２

人

2019年

577

19

778

2,230

778

2,230

4,568

項　　目

百万円

ｍ２床面積

売上高

単　　位

従業員数

mailto:watanabe-m@infratec.co.jp#


【8】推進組織図

　

　
　

　 　
　

各部担当者

３．環境経営レポートの承認

４．環境経営目標・環境経営計画の承認

５．課題とチャンスの明確化

６．環境経営方針、推進体制の評価見直し

１．環境経営目標達成のため、他の従業員への環境活動の指導

２．環境活動の取組状況報告

※工事部門

　・廃棄物の分量計量

　・現場周辺の整理、整頓

　・問題点の是正処置

※事務所　（営業部含む）

　・室内の温度管理

　・廃棄物の分量計量

【　現場担当　】

環境管理責任者

１．環境経営目標及び環境経営計画の策定

２．環境経営目標の達成状況の確認と是正処理

３．環境経営レポートの作成

４．EA21に関する実績把握と報告

事務局

１．環境負荷及び環境活動データの収集・集計

２．環境文書類の作成・管理

３．教育訓練計画の策定と実施

１．環境経営方針の策定

２．環境経営目標及び環境経営計画の達成状況把握及び見直し･指示

総務部 営業部 工事部

代表者

エコアクション担当者 エコアクション担当者

蓑毛　利明 濱砂　一生 清水　秀人

【　本社事務所担当　】

濱砂　一生

環境管理責任者

清水　秀人

エコアクション21事務局

エコアクション担当者

作成日・作成者

渡部真由美

代表者



佐多エンジニアリング株式会社は、豊かな宮崎の自然と地域との共生と深刻化する

大気汚染、地球温暖化を防止するため、環境保全活動を推進し「環境に優しい企業」

を目指すことが、企業の社会的責任の一つと認識し、事業活動から生ずる環境負荷を

低減していきます。

１；下記の項目を重点項目として取り組み、消費する全ての物(電気､水､紙､燃料)

    に意識を持ち低減に努め、継続的に改善を行います。

① 廃棄物の適正処理、リサイクルを推進します。

② エコドライブなど省エネルギー運動を推進します。

③ 節水活動を推進します。

２；環境関連法規制を遵守します。

３；業務効率化を推進します。（工期短縮等）

４；計画･施工段階で環境配慮活動に努めます。（環境に対する創意工夫）

５；環境保全活動を推進し、積極的に地域貢献の取り組みを行います。

        改訂；令和３年７月８日

        代表取締役 濱砂 一生

環境経営方針

企業理念

基本方針



3.　環境経営目標

①

②

③

①

※購入電力の排出係数は、九州電力平成30年度に準じて0.463（Kg-CO2/kwh)にて算出

※現場の電気は目標管理から除外しますが、実績把握と節電推進は継続

※現場の一般廃棄物、水使用量は実績把握のみ

※ガソリン使用量は事務所と現場を統合

※事務所の軽油使用はないので目標設定なし

4.　環境経営目標の実績
※　環境経営目標に対する達成状況は、以下の通りです。

１．実績値は、2022年度運用期間（4月～3月）の1年間で、目標値は基準年度の

  同期間の削減率とする。 ※購入電力の排出係数0.463kg-CO2/kWh)

①

②

③

①

※　現場の電気使用量を含めた二酸化炭素総排出量は、１２,３８４.8kg/CO2です。

軽油

93%

-

200

113

0.463

2.32

2.58

(Kg-CO2/kwh)

(Kg-CO2/L)

(Kg-CO2/L)

環境経営計画を

遵守しました。

22回/年

9日

達成率

153%

97%

186%

253%

235%

2022年度実績

2022.4～2023.3

11,487

13,953

911

1,129

6．有給休暇取得の推進 全社 基準値+3日 〇

5．環境保全の取組推進

（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の実施）
全社 12回/年 〇

4.自らが施工する土木建築物の環境性能の

向上及びｻｰﾋﾞｽの改善
全社

環境経営計画の

遵守-
〇

３．水資源使用量の削減 　(m3) 事務所 46.6 〇50.0

〇

② 建設副産物の再資源化率向上(%) 現場 再資源化率95％以上 〇99.8 105%

88

現場 2,856 〇
2

.

廃

棄

物

の

削

減
一般廃棄物の削減 (kg) 事務所 207

ガソリン使用量の削減    (L) 全社 1,691 〇

〇

軽油使用量の削減（L)

×電気使用量の削減 (kWh) 事務所 13,503

2022.4～2023.3

1.二酸化炭素排出量の削減(kg-CO2) 全社 17,542

全社

2021年度

2015年4月

取　組　項　目 実施区
2022年度目標値

判定

13,782

18,085

2020年3月

17,723

2,885

1%削減(基準値比） 2%削減(基準値比）

1,691

年　度　別　環　境　経　営　目　標

17,542

2020年度 2022年度

2021年4月 2022年4月

基準値（5ヶ年平均）

2022年3月

1.二酸化炭素排出量の削減

(kg-CO2) 削減率

2020年4月

事務所 213

1,726

211

取組項目

（目標項目）（単位）
実施区

電気使用量の削減

 (kWh)

ガソリン使用量の削減

(L)

軽油使用量の削減

（L)

1,743

2,856

13,643

1,708

13,503

環境経営計画の遵守を目標とする

現場 2,944 2,915

3%削減(基準値比）

2023年3月

17,904

2021年3月

2

.

廃

棄

物

の

削

減

②
建設副産物の再資源化

率向上(%)

全社 12回/年 12回/年

- 再資源化率95％以上

一般廃棄物の削減

(kg)
207

労働基準法で定める

5 日以上

電気

事務所 13,921

全社

12回/年

209

二酸化炭素排出係数

現場

12回/年

3.水資源使用量の削減 (m3) 事務所 48.0 47.5 47.0 46.6

基準値+3日

5．環境保全の取組推進

（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の実施）

6．有給休暇取得の推進

ｶﾞｿﾘﾝ

4.自らが施工する土木建築物の環境性能

の向上及びｻｰﾋﾞｽの改善
全社 -

基準値+1日 基準値+2日全社



※評価基準 ○予定通り取組 △一部未取組 ×取組出来ず

（環境保全の取組推進）

①事務所周辺/現場周辺の清掃活動

②外部環境ボランティアの積極的活動

〇

外部ボランティアは少しずつで

はあるが活動出来るようになっ

た。

周辺清掃については継続した取

組みを行う。

（有給休暇取得推進）

①個人毎に有給休暇管理表を作成・取得推進
総務部 随時 〇

取得しやすいように有給休暇管

理表をグラフ化したものを共有

した。

総務部 随時

節水の意識をもって今後も継続

した取組みを行う。

（自らが施工する土木建築物の環境性能の向上

及びｻｰﾋﾞｽの改善）

①騒音や振動の低減施工に努める

②粉じん発生低減施工に努める

③排出ガス対策型建設機械等

   環境配慮型建設機械等の使用･未使用時のｴﾝｼﾞﾝ停止

工事部 R4.4～R5.3 〇

現場周辺での環境に関する苦情

はなし。

工期短縮により全体の使用量を

削減し、環境性能の向上に取り

組んでいく。

総務部

工事部

R4.4～R5.3

（各月）

（廃棄物排出量）

（一般廃棄物）（産業廃棄物）の削減

①コピー用紙の裏面使用の徹底

②ごみの分別を行いリサイクルを徹底する

③ペーパーレス化を推進する（メール等でのやり取り）

④建設副産物の再資源化率向上(%)

総務部 R4.4～R5.3
〇

（総排水量（水使用量）の削減）

①トイレタンクの水量の調整による節水の徹底

②蛇口の漏水の定期的確認

総務部 R4.4～R5.3 〇

ツールの導入により、会議資

料・報告書等データーで共有を

行ったため紙の削減につながっ

た。

産業廃棄物も適正処理を遵守出

来た。

工事部 R4.4～R5.3

総務部
R4.4～R5.3

〇

エアコンが１台故障したため省

電力のものに入替を行った。今

まで３台稼働していたものを１

台の稼働にしたが、冬場の灯油

ストーブを廃止してエアコン暖

房とした為、前年度よりやや増

加した。

現場で低燃費型機械の使用や、

無駄な発電がないよう管理し

た。

電気の引き込みが出来ず、発電

機稼働の現場があったが、しっ

かりと管理出来ていた。

総務部

（ガソリン使用量削減）

①エコドライブの徹底（急加速等の禁止等）

②車両管理の徹底

③車両点検（空気圧・トランク内の不用材撤去等）

R4.4～R5.3
〇

定期的に車両点検を行った。

現場の作業応援、講習会参加の

際は乗り合わせをし、使用量の

削減努力をした。

半年に1回

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

（軽油使用量削減）

①重機及び発電機等の無駄な発電を無くす

 （低速回転を基本とする）

②低燃費型機械使用の促進

工事部 R4.4～R5.3 〇

5-1.　環境経営計画の内容とその取組結果と評価

年1回

取組内容
推進

責任部門

実施

スケジュール
評価 取組結果

（電力消費量の削減）

①不使用箇所の電灯消灯の徹底

②エアコン温度の設定温度を定める

  （夏季：27度・冬季20度）

③夏場のクールビズ・冬場のウォームビスの推進



労働基準法で定める

5日以上（6日）

環境経営計画の遵守

を目標とする

11,163 L

(現場)

建設副産物の再資源化

率向上(%)

再資源化率

95%以上

廃棄物排出量

（一般廃棄物）

の削減

92 Kg

(全社)

48.5 ㎥(事務所)

軽

油

建設副産物の分別回収の徹底

5-2　次年度の環境経営目標と環境経営計画 【実施期間2024.4～2025.3】

環境経営目標

二酸化炭素排出量の削減

電力消費量の削減

化石燃料消費量

（ガソリン）

（軽油）

の削減

39,478kg-CO2 省エネ・省資源活動の意識向上・取組活動の徹底

12,963 kWh

(事務所)

1,926 L

(全社)

有給休暇取得の推進 1 個人毎の有給休暇管理を見える化し、取得推進を行う

2
粉じん発生低減施工に努める

（出入口の低速走行・低粉じん型機械使用促進）

3 排出ガス対策型建設機械等の使用・未使用時のエンジン停止

環境保全の取組推進
1 事務所周辺/現場周辺の清掃活動

2 外部環境ボランティアの積極的活動

総排水量（水使用量）

の削減

1 トイレタンクの水量の調整による節水の徹底

自らが施工する土木建

築物の環境性能の向上

及びｻｰﾋﾞｽの改善

1 低騒音型や低振動型の機械使用促進

12回/年

重機及び発電機等の無駄な発電を無くす（低速回転を基本とする）

ガ

ソ

リ

ン

1

2 蛇口の漏水の定期的確認

1 マニフェストでの適正処理の徹底

2 低燃費型機械使用の促進

2

取組内容 環境経営計画取組内容

2

1

1

車両点検（空気圧・トランク内の不用材撤去等）

エコドライブの徹底（急加速等の禁止等）

2

エアコン温度の設定温度を定める（夏季：27度・冬季20度）

3

不使用箇所の電灯消灯の徹底

夏場のクールビズ・冬場のウォームビスの推進

2 ごみの分別を行いリサイクルを徹底する

3 ペーパーレス化を推進する（メール等でのやり取り）

3

車両管理の徹底

1 コピー用紙の裏面使用の徹底



対応手順 火災発生時の緊急対応フロー 燃料等の漏洩発生時の緊急対応フロー

本社・土場・現場において緊急事態対応手順に従って対応する

本社・土場 現場

訓練の実施 年１回　消火訓練・地震発生時対応の確認 河川にかかる工事施工前

責任者 総務部エコクション担当者 現場代理人

・計画の作成
再生資源利用省令

　　　・現場においては、河川工事における燃料等の河川への流出事故が発生する
　　　　可能性があるため燃料等の漏洩発生時の対応を緊急事態と想定

　　2）対応策

7．事故及び緊急事態の想定結果及びその対応策

　　1）事故及び緊急事態の想定結果

　　　・本社・土場においては燃料・化学物質の保管はしていないので環境上の
　　　　緊急事態の可能性はないため、火災・地震時の対応を緊急事態と想定

建設副産物適正処理推進要網 遵守確認済

・現場の定期清掃
新型コロナウィルス感染予防

対策ガイドライン
遵守確認済・「三密」防止対策の徹底

・熱中症予防

・再資源化等の実施義務の遵守

・３号様式による県知事への報告

・再生資源利用計画・促進計画の作成

・再生資源の利用料
遵守確認済

　現場の遵守状況は、月１回の安全パトロールにて常に監視しています。

６．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟の有無

・当社に関連する主な法規制は下表の通りである

　当社の創業以来、令和5年3月31日までに、弊社に適用となる環境関連法規についての

　違反・指摘・訴訟はありません。

主な適用法規 当社の対応

廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律（廃棄物処理法）

・発注者への報告義務の遵守

騒音規制法

振動規制法

建設リサイクル法

・規制基準の遵守

・該当する工事は届出と計測実施

・分別解体実施義務の遵守

遵守状況

・廃棄物の削減

・廃棄物の適正処置の確保

・廃棄物の委託契約
遵守確認済

・産業廃棄物管理表の管理義務

遵守確認済

遵守確認済

遵守確認済

・規制基準の遵守

・該当する工事は届出と計測実施

フロン排出抑制法
・定格出力7.5KW未満の業務用エアコン

　等の簡易点検実施
遵守確認済



　    安全第一で工期短縮に努め、継続した削減努力に取り組む。

　  のみに変更したため電気使用量が増加し、目標未達となった。

　　会社全体で環境に対して「やさしさ」とは何であるかを考えて行動しよう。

　  灯油使用量は減少したが、使用状況をしっかりと管理すること。

　　「環境活動」の再認識。

　　 環境経営方針は現行の方針で継続する。

９．　環境経営活動取組状況

８．代表者による全体の評価と見直し

　  事務所のエアコンを省エネタイプに入替をしたが、冬季の暖房を灯油ストーブからエアコン

　  各現場で環境汚染についてもそれぞれ考えて施工を行っている。

　  環境関連法規は取りまとめ兼順守チェックリストで確認したところ法令違反はありません。

ボランティア活動

全体取組状況の評価

今後の取組・目標見直し


